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 2-3 上位・関連計画の整理 

 2-3-1 港湾・物流に関する上位計画･関連計画 

  (1) 港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針（国土交通

省） 

   1) 基本方針の変更経緯（既定計画以降～平成 26年 1月） 

基本方針は、港湾法第 3条の 2の規定により、国土交通大臣が作成しました。 

「国の港湾行政の指針」、「個別の港湾計画を策定する際の適合すべき基準」として

の役割を担っています。 

1974年の基本方針の告示以降、その時々の情勢変化に対応するために変更されてき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-1 基本方針の変更経緯（既定計画以降～平成 26年 1月） 

   2) 直近の変更内容（平成 26年 12月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-2 直近の変更内容（平成 26年 12月）  

○国際コンテナ物流を取り巻く情勢
ほか新たな施策の展開

背景

○国際戦略港湾の港湾運営会社に対する
政府の出資制度の創設

○国際戦略港湾の埠頭近傍の倉庫に対する
無利子貸付制度の拡充

◆ 「基幹航路の維持・拡大」の必要性
◆ 国・港湾管理者・民間の協働体制構築と課題への対応
◆ 港湾運営会社の財務基盤の強化
◆ 新たな貨物需要の創出に資するロジスティクス・ハブ機能強化

基本方針の変更内容

港湾法改正（2014年7月1日施行）

○民有護岸等に対する無利子貸付制度の創設

○戦略的な維持管理の推進

◆ 燃料供給用民間係留施設の耐震改良の必要性
◆ 大規模地震対策施設に係る民有護岸等の改良促進

◆ カスケード現象によるコンテナ船の大型化
◆ 外内貿コンテナの一体的な取扱い
◆ 港湾における津波避難対策策定の促進

◆ 戦略的維持管理・更新の取組

インフラ長寿命化基本計画等の策定

その他
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  (2) 戦略港湾政策 

   1) 国際コンテナ戦略港湾 

国際コンテナ戦略港湾の目的は、国際基幹航路の我が国への寄港を維持・拡大する

ことにより、企業の立地環境を向上させ、日本経済の国際競争力強化、雇用と所得の

維持・創出を図ることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-3 国際コンテナ戦略港湾の概要 

  

主な個別施策政策目的 政策目標

国際基幹航路の我が国への
寄港を維持・拡大

2014年から概ね5年以内

2014年から概ね10年以内

我が国立地企業の物流を支え、
立地環境を向上

• 欧州基幹航路の寄航を週3便に増やす
• 北米基幹航路のデイリー寄港を

維持・拡大する。
• アフリカ、南米、中東・インドなど、

現状の寄港が少ない航路の誘致を進める。

• グローバルに展開する我が国立地企業の
サプライチェーンマネジメントに資する
多方面・多頻度の直航サービスを充実する。

我が国経済の国際競争力の強化

国際コンテナ戦略港湾への「集貨」

国際コンテナ戦略港湾背後への
産業集積による「創貨」

国際コンテナ戦略港湾の「競争力強化」

１）国際コンテナ戦略港湾の港湾運営会社に
対する集貨支援

２）国際コンテナ戦略港湾における積替機能
強化のための実証

１）国際コンテナ戦略港湾背後に立地する
物流施設整備に対する支援の拡充

１）コンテナ船の大型化や取扱貨物量の増大に
対応するための、大水深コンテナターミナル
の機能強化

２）国際コンテナ戦略港湾のコスト削減、
利便性向上のための取組みの推進

３）国際コンテナ戦略港湾の港湾運営会社に
対する国の出資

雇用と所得の維持・創出
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   2) 国際バルク戦略港湾 

国際バルク戦略港湾は、産業・生活に必要不可欠な資源・エネルギー・食料の安定

的・安価な輸入の実現に資することを目的とした政策です。 

大型船に対応した港湾機能の拠点的確保や企業間連携の促進等により、国全体とし

て安定的かつ効率的な資源・エネルギー等の海上輸送網の形成を図ることを目指して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-4 国際バルク戦略港湾の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：交通政策審議会第 59回港湾分科会資料(国土交通省港湾局、平成 27年 3月） 

図 2-3-5 国際バルク戦略港湾の施策展開イメージ 

  

選定港湾 具体的な取組の例政策目標政策目的

アジアの主要港湾と遜色のない
物流コスト・サービスを実現

2015年までに、現在主力と
なっている輸送船舶に対応

2020年までに、最大級の
輸送船舶に対応

必要不可欠なエネルギー等の
物資の安定・安価な供給

• 穀物：パナマックス船（14m程度）
• 鉄鋼石：ケープサイズ船（19m程度）
• 石炭：パナマックス船（14m程度）

※かっこ内は満載での入港に必要な岸壁水深

穀物

鉄鉱石

石炭

• 鹿島港
• 志布志港
• 名古屋港
• 水島港
• 釧路港

• 木更津港
• 水島港・福山港

• 徳山下松港・宇部港
• 小名浜港

• 穀物：ポストパナマックス船（17m程度）
• 鉄鉱石：VLOC（23m程度）
• 石炭：ケープサイズ船（19m程度）

※かっこ内は満載での入港に必要な岸壁水深

ばら積み貨物の海上
輸送網の拠点となる港湾
の機能強化

企業間連携による大型船を
活用した共同輸送の促進

• 大型船に対応した国際
物流ターミナルの整備等

• 荷捌き施設等の整備
に対する補助

• 税制特例措置
• 港湾管理者を通じた

財政投融資の活用
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   3) 木更津港の国際バルク戦略港湾計画 

木更津港が国際バルク戦略港に指定されており、千葉港は連携港湾のひとつです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国際バルク戦略港湾選定に向けた計画書（千葉県、平成 23年 1月） 

図 2-3-6 木更津港の国際バルク戦略港湾計画 
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資料：国際バルク戦略港湾選定に向けた計画書（千葉県、平成 23年 1月） 

図 2-3-7 木更津港の国際バルク戦略港湾計画  



37 

 

  (3) 京浜港の総合的な計画  

「京浜港の総合的な計画」（平成 23年 9月）は、京浜三港の連携を深め国際競争力

強化に向けた取り組みを推進していくために、平成 40 年代前半を目標年次として策

定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都 港湾局 HP 

図 2-3-8 京浜港の総合的な計画の目標 
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京浜港では、以下の施策により、コンテナ貨物の集荷を進めるとしています。 

 コンテナ貨物集荷策の展開 

 交通ネットワークによる三港連携の強化 

 京浜港の一体的な経営の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都 港湾局 HP   

図 2-3-9 京浜港のコンテナ貨物集荷イメージ 
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  (4) 総合物流施策大綱（2013-2017） 

政府における物流施策や物流行政の指針を示し、関係省庁が連携して総合的・一体

的な物流施策の推進を図るものとして、平成 25 年 6 月 25 日に閣議決定されました。 

港湾における今後の方向性・取組として、「船舶の大型化に対応した港湾機能の強

化」、「コンテナターミナル周辺の渋滞対策」、「地震・津波対策の推進」等が掲げられ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「総合物流施策大綱（2013－2017）概要」（国土交通省） 

図 2-3-10 総合物流施策大綱における今後の方向性と取組 
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 2-3-2 人流・交流に関する上位・関連計画 

  (1) 明日の日本を支える観光ビジョン（観光庁） 

観光先進国の実現に向けて策定された施策案となっており、下記の事項を目標とし

ています。 

 

 

 

 

 

 

港湾に関連する施策としては、「クルーズ船受入の更なる拡充」として、訪日クルー

ズ旅客を 2020 年に 500 万人、日本の各地をカジュアルからラグジュアリーまで幅広

く対応したクルーズデスティネーションにすることを目標に、クルーズ船受入環境の

緊急整備等が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：明日の日本を支える観光ビジョン（観光庁、平成 28年 3月） 

図 2-3-11 施策「クルーズ船受入の更なる拡充」のもと目指すべき将来像 
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